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1 はじめに

先日、ガートナーから「先進テクノロジのハイプ・サイクル：

2020年」が発表された。2019 年版と比較して新しく登場した
AI 関連用語が複数存在するが、ハイプサイクルの先進性な用
語を取り扱う性質ゆえに、現在あまり一般的でない用語も登場

する。そこで本稿は、2020 年度版で新しく登場した AI 関連
用語の解説を通し、ハイプサイクルの理解を深め、経営判断に

寄与することを目的とする。

2 ハイプサイクルと新規 AI 関連用語

「先進テクノロジのハイプ・サイクル：2020年」の日本語版
を図 1 に示す。2020 年版で新しく登場した AI 関連用語は 8
つあり、以下ではそれらについて解説する。

2.1 組み込み型 AI (Embedded AI)
組み込み型 AI は、文字通り組み込みデバイス上に AI を組

み込むことを指し、それによりデバイス上で収集したデータ

をクラウド側に送信することなく端末上で AI 推論に用いるこ
とが可能となる。通信遅延やネットワーク大域の削減、ネッ

トワークを経由したくないデータを扱えるなどの利点がある。

2019 年度版に登場していたエッジ AI (Edge AI) と似た概念
であるが、エッジがネットワークの終端という意味で用いられ

るのに対し、組み込み型 AI はエッジの中でも組み込みデバイ
スに着目した、より具体的な用語であると思われる。

2.2 AI 拡張型開発 (AI Augmented Development)
AI をコーディング、テスト、メンテナンスといった、ソフト

ウェア開発の各フェーズにおいて役立てることを指す。ソフト

ウェア開発におけるコーディングに焦点を当てると、AI ベー
スの支援ツールの例としては、Microsoft の IntelliCode 等が
ある [2]。IntelliCode では、Github 上にあるオープンソース
プロジェクトのコードを学習しており、コンテキストに応じた

コード補完が可能としている。

2.3 責任ある AI (Responsible AI)
労働力の置き換え、プライバシー、意思決定における潜在的

なバイアス、自動化されたシステムやロボットに対するコン

トロールの欠如といった、AI 応用時に潜在的に発生し得る問
題に対処している AI のことを指す。近年では AI を扱う企業
などが、責任ある AI の実現に向けて取り組んでいる。例え
ば Google では、Explainable AI、Model Cards、TensorFlow
オープンソースツールキットなどのリソースを構築し、構造化

された方法でモデルの透明性を提供している [3]。

2.4 生成的 AI (Generative AI)
文字や音声や画像などを生成できる AI のことを指す。有名

なアルゴリズムとしては、2014 年に発表された GAN (Gen-
erative Adversarial Networks) がある [4] 。生成ネットワー
クと識別ネットワークの 2 つのネットワークが相反する目的
のために学習することで、学習モデルから新たな生成物が得ら

れる。

また、2020 年に OpenAI が発表した文書生成言語モデル
である GPT-3 (Generative Pretrained Transformer-3) [5] で
は、自然言語の生成だけではなく、ウェブページの生成など

様々なタスクに応用出来るということで注目を浴びている。

2.5 コンポジット AI (Composite AI)
ガートナーの定義によれば、異なる AI 技術を組み合わせ

て最高の結果を出す技術を指す [6]. AI 技術には機械学習だ
けでなく、ルールベース AI やその他最適化手法なども含ま
れる。例えば文献 [7] では、現在の AI 技術の主流となってい
るニューラルネットワークと、エキスパートシステム等で使

用されてきたシンボリック AI の融合を試みている。ニュー
ラルネットワーク単体では難しい画像質問応答 (VQA, Visual
Question Answering) 問題を良い精度で解くことに成功して
いる。

2.6 自己教師あり学習 (Self-Supervised Learning)
教師ラベルのないデータセットから、本来とは異なるタスク

を設定し、その学習を通して特徴量を獲得する手法。近年の深

層学習は長足の進歩を遂げる一方で、教師あり学習を行うには

大規模なラベル付けされたデータセットを必要とし、その準備

には多くの時間とコストがかかる。そのため、人手でアノテー

ションされていないデータセットから、本来のものとは異なる

タスクから特徴量を学習し、それを事前学習モデルとして本来

FB1111431312113-IN90 1



図 1 先進テクノロジのハイプ・サイクル：2020年 [1]

図 2 自己教師あり学習に関する出版物数と引用数 [8]

の予測に用いる自己教師あり学習の手法が、近年盛んに研究さ

れている。

文献 [8] では、Microsoft Academic Graph のデータを基に、
2012-2019 年の自己教師あり学習に関する出版物数と引用数に
ついて図 2 のようにまとめている。近年になり、出版・引用数
ともに大きく伸びていることが読み取れる。

2.7 エッジにおける低コストのシングル・ボード・コンピュータ

(Low-Cost Single-Board Computers at the Edge)

シングルボードコンピュータは、一枚のプリント基盤の上に

CPUと周辺部品、入出力インタフェースとコネクタを付けた
コンピュータを指す。有名なものとしては、Raspberry Pi [9]

や Armadillo [10] 等がある。
エッジ AI 実現のために、低コストのコンピュータ上でも

AI 推論を動作させるためのアルゴリズム軽量化手法は数多く
研究されている。

2.8 AI 拡張型設計 (AI-Assisted Design)
AI による補助を使った設計・デザインのことを指す。AI に

よる Web 上でのロゴデザイン [11]、Web ページのデザイン
[12] など Web サービス化されているものから、PTC Creo の
ような CAD ソフトウェアに採用されている例など [13]、既に
様々な用途で活用されているも存在する。

3 まとめ

本稿では、「先進テクノロジのハイプ・サイクル：2020 年」
に新規登場した AI 関連用語を解説した。ハイプサイクルを理
解する一助となれば幸いである。
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